
算額の術解

【術解のための予備知識】

(1) ピタゴラスの定理を和算では〈勾股弦の術〉といいます．
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(2) 三角形の頂点から対辺に下ろした垂線を〈中勾〉といいます．
中
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(3) 三角形の二辺と中勾，外接円について次の関係もよく使います．現在の正弦定理にあたるものです．
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和算では円径は直径を表すので注意して下さい．外径を外，正方形の一辺を面，また図のように名前を付け
ます．

【佐久間鑽による術解】

●

子

丑 面

面

面

外

O

A B

C D

面

面

面

△OABと△OCDに勾股弦の術を使い，
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△AEFに予備知識 (3)を使い中斜×金 = 中勾×外
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